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第 14回のプログラミング・シンポジウムが予定通 り開かれることになった.せんだって私の

昔ばなしをする機会があって,その節このシンポジウムのは じめの頃の話から,その後の発展

の過程の話をお りまぜて, どんなにこの方面の発達があって,それにどんなにこのシンポジウ

ムがわが国のこの方面の発展に寄与したかをふ りかえって見た.そ して今さらながら感を深く

した。

このシンポジウムに出席 している人々のなかにも,同 じ感をいだかれる方も多いであろう.

それにしても,層が厚くなったものである。そして今では,学会活動も特に目新らしいもので

もなく,その側面も益々拡がって行き,着実に内容も豊かになって来た .

今回の宿題研究は, コンピュータ・エイデッド・プログラミングであって,いろいろな方面

からの研究発表が寄せられている.この問題はこれからの問題でもあるしまだまだ手がけなけ

ればならない範囲も広いので,今回のシンポジウムで終るものでないことは当然のことであっ

て, このシンポジウムでの成果が次の足がかりとなって,進展して行くと期待するものである.

また夏のシンポジウムは, ミニ・コン0シ ンポジウムとシステム評価シンポジウムとであっ

た。この小集団で濃縮された討論が行なわれた.こ れらについてもこのシンポジウムで報告さ

れる.

なお将来をになう若い人々の研究集団である「若手の会」の夏の会も行なわれたが,それに

わずかな手をかした.こ れについてもこのシンポジウムで報告される.

米田信夫幹事長をはじめとする幹事団のほとんど1年に近い間の努力に対して深く感謝する

次第であるが,事務を担当して下さった慶応工学会の人々にも感謝の意をあらわしたい .

プログラミング 0シ ンポジウム委員会

委員長   山  内  二  郎
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